
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3023 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学 C 単位数 1 単位 年次 2 年次 

使用教科書 学Ｃ（数研出版） 

副教材等 「チャート式 基礎からの数学Ⅲ＋Ｃ」（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業を大切にし、毎日しっかりと授業の予習復習をしてください。この習慣が一番大切です。毎日

続けていれば力がつくはずです。定期考査前にまとめて取り組むようなやり方では不十分です。 

理数数学Ⅱで扱う問題量はとても多く、定期考査前の勉強だけでは追いつきません。授業進度に合

わせて必ず毎日問題を解くようにしてください。解答の書き方については、初めは参考書を真似す

るくらいの気持ちでいいでしょう。問題集用の専用ノートを科目ごとに作り、そのノートには答だ

けでなく解法も必ず文章の形で書くように心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

a:知識・技能 

基本的な概念や原理を体系的に理解し、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

b:思考・判断・表現 

事象を論理的に考察する力、事象の本質を認識しほかの事象との統合や発展を考察する力、事象

をそれらを数学的に表現する力を養う。 

c:学びに向かう力・人間性等 

数学のよさを認識し、数学を活用する態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす

る態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、改善しようとする態度や創造性の基礎を

養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

基本的な概念や原理・法則

を体系的に理解するととも

に、事象を数学化したり、

数学的に解釈したり、数学

的に表現・処理したりする

技能を身に付けるようにす

る。 

論理的に考察し表現する力、

事象を的確に表現してその特

徴を関数やグラフなどと相互

に関連付けて考察する力、社

会の事象などから設定した問

題について，適切な手法を選

択して分析を行い、問題を解

決したり、解決の過程や結果

を批判的に考察し判断したり

する力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度、粘り強

く考え数学的論拠に基づいて

判断しようとする態度、問題

解決の過程を振り返って考察

を深めたり、評価・改善した

りしようとする態度や創造性

を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期 

平
面
上
の
ベ
ク
ト
ル 

平面上のベクトルとその演算 

ベクトルと平面図形 

a: 

有向線分を用いたベクトルの定

義や表し方を理解している。 

ベクトルの演算の仕組みを理解

している。 

点の座標とベクトルの成分の関

係について理解している。 

ベクトルのなす角を，内積を利用

して求めることができる。 

内積の性質を理解し，計算に利用

できる。 

点の位置を，基準となる点と 1つ

のベクトルを用いて表すことが

できることを理解している。 

直線のベクトル方程式について，

媒介変数を用いて表すことがで

きる。 

円や円の接線のベクトル方程式

を理解している。 

b: 

点の座標とベクトルの成分の関

係を，座標平面上の図形の問題に

活用できる。 

内積の性質を用いて，ベクトルの

大きさやなす角を求めることが

できる。 

位置ベクトルを活用して，図形の

性質が考察できる。 

図形の性質をベクトルで表現し

て扱うことができる。 

直線上の点を位置ベクトルで考

察し，直線のベクトル方程式と関

連付けることができる。 

c: 

ベクトルと座標平面を関連させ，

ベクトルが成分で表現できるこ

とに興味，関心をもつ。 

座標平面上の図形の問題につい

て，ベクトルを活用して解く解法

を知り，ベクトルを用いない場合

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 
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の解法と比較して考察しようと

する。 

後
期 

空
間
の
ベ
ク
ト
ル 

空間のベクトル a: 

空間図形において，ベクトルの和

や差を考えることができる。 

空間のベクトルを，3つのベクト

ルの 1次結合の形に表現できる。 

立体図形におけるベクトルの内

積を，適切な方法で計算できる。 

ある点が 3 点で定まる平面上に

あるための必要十分条件を理解

し，それを利用することができ

る。 

座標空間における線分の内分

点・外分点などの座標が求められ

る。 

座標軸に垂直な平面の方程式，球

面の方程式について理解してい

る。  

b: 

空間のベクトルを，平面上のベク

トルの拡張として捉えることが

でき，平面上のベクトルで成り立

つ性質が，空間においても同様に

成り立つことを理解している。 

球面と平面が交わってできる図

形を，連立方程式の解の集合とし

て捉えることができる。 

c: 

空間のベクトルと平面上のベク

トルを比較して考察しようとす

る。 

座標空間における平面の方程式，

直線の方程式に興味をもち，考察

しようとする。 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


